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層が広い幅で現われる。これが液体窒素温度 77 0 Kでの発振をさまたげたがこれが錫の拡散による
ことをみつけて，低温短時間での新らしいエピタキシャル法を提案して7TKでの連続発振を可能にし
た。
また， レーザーは77 0Kまたはそれ以下の低温で動作させるが，低温と室温との間の熱サイクルで素
子の性能が著るしく劣化することが知られていた。その原因が絶縁層の弗化マグネシウムとレーザ一
物質問の熱膨張係数の違いによることを明らかにし，陽極酸化法による絶縁層を用いてこれを解決した。
また 10μm以上の長波長レーザーは普通の飽和溶液によるエピタキシアル法では平坦なヘテロ界面
が得られず障壁となったが過冷却溶液にすることによってこれも解決した。
最後にレーザー効率の向上のため理論計算を行い，理論限界の量子効率を導き，これが実際のレー
つ臼? ?d包
ザーでは 5%以下の低効率であることを見つけ，この低効率の原因がヘテロ界面の格子不整合による
ことを見出し，鉛・錫・テルルの他に鉛・錫・セレン化合物を用いて整合をとって，改善したが，セ
レン化合物は昨聞がうまくゆかず，そのため格子片整合型ダブルヘテロレーザーを提案して，その効
率が理論限界の90%に近い性能が得られ 世界でももっともよい鉛・錫・テルルの波長可変赤外レー
ザーを得ることに成功した。また応用研究をも進めているというのがこの論文の内容である。内容に
は物性的見地から見ても興味深い種々の問題を含み，工学的にもまたすぐれた内容をもち，博士論文
として価値あるものと考える。
-483-
